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 第 11回成果報告会の開催について 
―富士山測候所観測 10周年を迎えた 2017年度の研究成果を発表― 

 

 

認定 NPO 法人富士山測候所を活用する会は 2018 年 3 月 25 日（日）東京理科大学森戸記念館を会場として 

富士山観測の第 11 回成果報告会を開催します。全部で 30 件（口頭発表:15 件、ポスター発表 18 件）の発表が

あります。 (共催：東京理科大学総合研究院大気科学研究部門) 

 

2007 年から始まった富士山頂での夏期観測が 10 周年を迎えた 2017 年は、7 月 1 日から８月 31 日までの 63 日間で

過去最多の 28 プロジェクトに延べ 377名の研究者や学生等が参加して実施されました。  

2017 年の夏期観測では、新規のプロジェクトが約３分の１を占め測候所の活用分野が更に拡大したほか、②通年無人観

測を継続する「第２次越冬観測ブーム」、③噴火など火山活動に伴って発生する二酸化硫黄のリアルタイムモニタリング、宝

永山火口での観測、高所での噴火監視など富士山噴火に備えた防災関連の研究、④通信技術を利用して登山者の動き

を可視化することにより人の安全を確保する大規模プロジェクトとの連携、⑤高所医学研究、などのトピックスがありました。 

今回の成果報告会におきましては、夏期観測に参加した研究者が一堂に会し、上に挙げたテーマでの研究成果について判り

やすくお話しいたします。皆様には、そうした最新の研究内容を知っていただくとともに、当会ならびに当部門の活動をより深く理

解していただく機会となることと思われます。 

皆様お誘い合わせのうえ、多数のご来場をお待ちしております。  

 

第 11回成果報告会概要 

日 時： 2018年 3月 25日（日） 13:00～18:00  開場 12:30 

会 場： 東京理科大学森戸記念館 

東京都新宿区神楽坂 4-2-2 

JR 「飯田橋」駅、地下鉄「飯田橋」駅下車、神楽坂商店

街を約 300 メートル坂を上り直進、毘沙門天向かい 

内 容： 口頭発表  15件  

ポスター発表 18件  

参加費無料 

参加事前登録： 

HP の事前登録フォームから登録をお願いします。 

ただし、当日会場での受付もうけたまわります。 

 

共 催： 認定 NPO 法人富士山測候所を活用する会 

東京理科大学 総合研究院大気科学研究部門 

後 援： 一般財団法人新技術振興渡辺記念会 

トヨタ自動車株式会社「トヨタ環境活動助成プログラム」  

公益財団法人粟井英朗環境財団  

公益財団法人日本環境協会東京ガス環境おうえん基金 

公益信託大成建設自然・歴史環境基金 

公式サイト：第 11回成果報告会公式サイト  

http://npo.fuji3776.net/index.html
https://npofuji3776.jimdo.com/ご来場の方へ-事前受付ほか/
https://npofuji3776.jimdo.com/

